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４月から始まった「パートナーシップ宣誓制度」の第
１号となるカップルが、５月 10 日に役場を訪れ、宣
誓書に署名を行いました。この制度は、宣誓した性的
マイノリティの方たちの暮らしを行政サービスを通じ
て支援する制度で、今回宣誓したのは北野愛輝さん（写
真中央）と梅田由貴さん。2人は「私たちの関係が公
的に認められて嬉しい。いろいろな幸せの形があるこ
とをたくさんの人に知ってほしい」と話していました。

４月 20 日、ロシアからの侵攻が続くウクライナの平
和について考えてもらおうと、講演会「今こそ考えよ
う、ウクライナのこと」が中央公民館で開催されました。
講師は同国から苅田町の家族のもとに避難しているラ
イサ・ズブチェンコさん（写真右）が務め、娘のナタ
リヤさんも通訳として参加。ライサさんは日本での穏
やかな暮らしに感謝を述べながら、「戦争が早く終わっ
て欲しい」と母国の平和への思いを語りました。

苅田町に避難して約一年
ウクライナ平和への思いを語る

「行橋リトルリーグ」打線がつながる
18年ぶりに全国大会出場

日産自動車九州の新入社員
道路清掃で町民の皆さんにご挨拶
日産自動車九州の新入社員の皆さんが 4月 10 日、JR
苅田駅から同社工場（新浜町）までの道路の清掃活動
を行いました。この活動は、これからお世話になる地
域住民の皆さんに清掃を通じて挨拶をしようと、同社
が新人研修の一環で実施しているものです。この日は
89名の新入社員が参加し、道中ですれ違った人に「こ
んにちは！」と挨拶しながら、たばこの吸い殻や空き
缶などを拾い集めていました。

いろいろな幸せの形を知ってほしい
「パートナーシップ宣誓」第 1号

４月 9日に長崎県で行われた「全日本リトルリーグ野
球選手権九州大会」で、町内の児童が所属する野球チー
ム・行橋リトルリーグが優勝し、18年ぶりに全国大会
への出場を決めました（５月 12日・茨城県）。児童た
ちが 5月 2日、結果報告のため町長を表敬訪問すると、
町長はチームの活躍を賞賛。チーム主将の吉村陽向さ
んは「全国大会でも全員野球で頑張りたいです」と全
国大会への強い意気込みを語ってくれました。
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新津の大原八幡神社で「御神幸大祭」が 4 月 16 日か
ら４年ぶりに開催され、その最後を飾る神輿渡御が同
23 日に行われました。当日は氏子地区の区民など 60
名が参加し、区民が 600 キロのきらびやかな神輿を交
代で担ぎながら、勇壮な掛け声に合わせて今古賀・新津・
緑ヶ丘区を練り歩きました。今古賀区の永田義弘区長
は「コロナ禍のもやもやを 4 年ぶりの開催で晴らすこ
とができました」と笑顔で話しました。

４年ぶりに御神幸大祭が開催
「こども神輿」も登場しにぎわう

医療法人白寿会（法正寺）が４月 20 日、与原小学校
で図書の寄贈を行いました。この寄贈は、学校がリク
エストした書籍を同会が毎月寄贈するもので、寄贈は
他の学校へも行われています。この日は同会の中島和
徳事務長が同校図書委員長の柿本侑祐さんに本を手渡
し、町内の中学校・保育園にも同様の寄贈を行いました。
中島事務長は「子どもたちにいろいろな本を読んでも
らいたいです」と話しました。

４月 19 日、人権擁護委員の皆さんが、「人権の花」で
あるひまわりの種を馬場小学校の３年生に寄贈しまし
た。この「人権の花」運動は、ひまわりのお世話を通じて、
児童たちに思いやりの心や命を大切にする心を育んで
もらおうと、町内の小学校で毎年取り組まれているも
のです。児童たちはこれからひまわりのお世話をして、
秋には収穫した種と自分たちが書いた手紙を風船に結
んで大空へ飛ばす予定です。

馬場小学校で「人権の花」運動
花を育てて思いやりの心を育む

子どもたちにたくさん本を読んで欲しい 
町内小学校に図書を寄贈

台湾総領事館の陳総領事が表敬訪問
苅田町と台湾をつなぎたい
4 月 27 日、福岡市にある台湾総領事館の陳
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俊総領
事（写真右２）が苅田町を訪問し、町長と会談しました。
会談では、町長が国指定天然記念物の青龍窟や国指定
史跡の石塚山古墳など、町の自然や歴史を紹介。説明
を受けた陳総領事はとても感動した様子で、「苅田町は
魅力的な文化があるとても素晴らしいまち。今後も、
教育、文化、スポーツなど、さまざまな分野で台湾と
の交流を深めていきたいです」と話しました。
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